
奈川寄合渡「天宮大明神」境内で奉納された「奈川獅子」。
地元以外で暮らす出身者の若者も加わり、伝承されています。

これからも続けていきたい松本市の宝です。（市重要無形民俗文化財）

奈川寄合渡「天宮大明神」境内で奉納された「奈川獅子」。
地元以外で暮らす出身者の若者も加わり、伝承されています。

これからも続けていきたい松本市の宝です。（市重要無形民俗文化財）
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 令和 4年度の決算を審査する決算特別委員会を開催

9 月定例会で提出された令和 4 年度の決算議案について慎重に審議
するため、9 月 28 日から 4 日間（土日を除く）にわたり決算特別委
員会が開催され、予算の使い方は適正かつ効率的であったのか多角的な
視点から審査を行いました。

審査の中で、議員からどのような質問や意見があったのか、その一部
をお伝えします。

市のお金の使い方を

厳しくチェック！

決算特別委員会の様子が
ご覧いただけます。

録画配信中！

歳入総額 歳出総額 差引額

525 憶 229 万円 509 億 4,202 万円 ＋ 15 億 6,027 万円

会計名 総収益 総費用 当年度純損益

水道事業 50 億 4,398 万円 50 億 2,852 万円   ＋ 1,546 万円

下水道事業 72 億  928 万円 62 億 5,572 万円 ＋ 9 憶 5,356 万円

病院事業 57 億  716 万円 52 億 3,684 万円 ＋ 4 億 7,032 万円

上高地観光施設事業 3 億 4,047 万円 3 億 4,442 万円    △ 395 万円

特別会計

一般会計

企業会計

民生費
380 億 1,893 万円

教育費
149 億 5,717 万円

総務費
142 億 1,760 万円

公債費
90 億 8,786 万円

衛生費
88 億 4,566 万円

土木費
88 億 3,098 万円

商工費
87 億 8,378 万円

農林水産業費
32 億 1,231 万円

消防費
26 億 4,279 万円 その他

33 億 622 万円 

諸収入
81 億 8,412 万円

市債
72 億 4,560 万円

県支出金
72 億 1,184 万円

地方消費税交付金
65 億 1,253 万円

繰入金
44 億 8,355 万円

市税
375 億 2,110 万円

国庫支出金
198 億 6,964 万円地方交付税

154 億 6,582 万円

繰越金
31 億 8,538 万円

その他
51 億 7,555 万円

歳入
1,148 億
5,513 万円

歳出
1,119 億
330 万円
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決算特別委員会の中で行われた質疑の一部をご紹介します。Q & A

【総務費】包括外部監査委託料
　中核市の移行に伴い包括外部監査制度が導入
されているが、包括外部監査の指摘事項に係る

対応状況および全庁での情報共有状況は。

　令和 4 年度は公共施設等の維持管理に関す
る財務事務の執行について監査し、指摘事項

38 件のうち 4 件が、意見 72 件のうち 10 件が、それぞ
れ対応済みである。原則として全てが対応済みとなるま
で追跡調査を実施し、各課にも徹底する。

　包括外部監査が形だけのものとならないよう
指摘事項を全庁でしっかりと共有して取り組ん

でほしい。

議員

市側

議員

　令和 4 年度の松本マラソン負担金 1 億 2,051 万円は、大会経費の約 40 ％になるが、エントリー数 5,557 名
に対して松本市民は約 15 ％（843 名）と少ない。

　松本市民ランナー数は 843 名という現状に対し、負担金 1 億 2,051 万円の支出がどのように市民益につながったと考
えるか。

　こうした数値は、市民参加が少ないという点に目を向けなければいけないと
いう指摘がある一方で、県内外から参加される方の飲食や宿泊に係る経済波及

効果、さらには都市ブランドの PR といった効果を視野に入れると、市民比率が高いとい
うことだけで市民益につながるかどうかは、議論が分かれる点ではないかと考える。
　そもそものエントリー数が募集定員を大きく下回っているということは、本来の目指し
ている姿ではない、重い課題として認識している。
　まずは、今年の大会に参加していただいた方に満足していただける大会とすることに全
力をあげて取り組む必要があると考える。その上で、参加いただいた方や関係する皆さん
とともに、大会を振り返り、今後の市民益の観点から松本マラソンがどうあるべきか、議
会にも相談しながら、検討する必要があると考えている。

【総務費】安定ヨウ素剤分包委託料
　安定ヨウ素剤の対象年齢及び備蓄されている
場所はどこか。

　安定ヨウ素剤は、放射性ヨウ素の被ばくに対
する防護措置として、40 歳未満の市民と、観

光客等市内滞留者を服用対象者としている。年齢別に服
用する安定ヨウ素剤は、新生児から 3 歳未満は分包薬、
3 歳以上は丸薬を用意している。市民用の丸薬は、市立
小学校 28 カ所に校区内
の対象人口分を備蓄する
分散備蓄方式としており、
それ以外の丸薬と分包薬
は、松本市小児科・内科
夜間急病センター、松本
薬剤師会会営薬局等に備
蓄している。

議員

市側

備蓄している丸薬と分包薬

決算特別委員会最終日の総括質疑で、議員から松本マラソンの負担金についての質疑がありまし
た。総括質疑

議員

●日程は変更となる場合があります。

詳細は議会事務局 （34-3210） へお問い合わせください。

●本会議はライブ中継、 録画配信を行っています。

市議会ホームページでご覧ください。

ライブ中継 録画配信

12/3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

土金木水火月日
令和５年12月定例会の予定

本会議（開会）
13：30 ～

本会議（閉会）
13：30 ～

厚生・建設環境 総務・経済文教
委員会審査 10：00 ～

議案調査等

本会議（一般質問）10：00 ～

委員会審査

正午　発言通告締切
17：15　請願・陳情
　　　　提出期限

市側

➡令和 4 年度包括外部監査の結果報告書は
こちらからご覧いただけます。
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松本市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例や
令和 5 年度松本市一般会計補正予算などを可決

今定例会では、市長から提出された 29件の議案のほか、1件の請願、
5件の議会案を審議し、それぞれ議決しました。

▶委員会審査の結果は P5、審議結果の一覧は P6、一般質問は P7 ～ 14 をご覧ください。

こんなことが決まりました！

議案第 4 号　令和 5 年度松本市一般会計補正予算（第 4 号）
【アルプス公園魅力向上事業費追加】

　南側開園部の諸課題を整理し、未整備地と展望エリア周辺の整備を主軸とした基本計画策定委託料を追加するもの
　本会議では、議員有志から当該事業費を削除する予算修正案が提出されました。修正案の提案説明に引き続き、原案
に賛成する議員 2 名と修正案に賛成する議員 2 名による討論が行われ、白熱した議論が交わされました。

議案第 8 号　令和 5 年度松本市水道事業会計補正予算（第 1 号）
議案第 9 号　令和 5 年度松本市下水道事業会計補正予算（第 1 号）

【他会計補助金追加】
　物価上昇や原油価格の高騰により影響を受けている市民等を幅広く支援するため、
水道料金と下水道使用料を軽減するもの（地方創生臨時交付金活用事業）
［期間］令和 5 年 10 月期分から令和 6 年 1 月期分
［対象］公共施設を除く全契約者
［水道事業軽減額］各月 858 円（13mm 口径基本料金相当額）を上限として、基本料金から減額
［下水道使用料軽減額］各月 1,452 円（松本地区下水道使用料基本料金相当額）を上限として、基本料金から減額

令和 5年 9月

定例会
9 月 4日～ 22日
（会期 19日間）

陳　情
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ

り提出するものです。議員の紹介は不要です。
また、委員会審査の中で結果を決定します。

私立学校に対する公費助成をお願いする陳情書
私立学校に対する公費助成を求める意見書を国・県

に提出することを求めるもの
➡詳細やその他の陳情については、 

市議会ホームページでご覧いた 
だけます。

人　事
下記の人事案件について、同意しました。

・特別有功表彰　　本
ほん

郷
ごう

　一
かず

彦
ひこ

　氏
・公平委員会委員　山

やま
本
もと

　綾
あや

子
こ

　氏
・松本市・山形村・朝日村中学校組合議会議員
　　　　　　　　　古

ふる
川
かわ

　 良
りょう

治
じ

　氏
・人権擁護委員　　南

みなみ
山
やま

　 京
きょう

子
こ

　氏
　　　　　　　　　櫻

さくら
井
い

　多
た

美
み

江
え

　氏
　　　　　　　　　鎌

かま
　妙

たえ
子
こ

　氏

採択

請　願
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ

り提出するものです。議員の紹介を必要とします。

地方財政の充実・強化を求める 
国あて意見書の提出を求める請願

地方財政の充実・強化を求める意見書を国に提出す
ることを求めるもの

➡詳細については、市議会ホーム 
ページでご覧いただけます。

採択 可決 議会案
実現に向けて国会や関係行政庁に送付しました。

インボイス制度の延期を求める意見書
インボイス制度の導入を延期することを国に求める

もの

➡詳細やその他の議会案については、 
市議会ホームページでご覧いた 
だけます。

平成27年6月定例会以来
8年ぶりとなる議員間討論
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市長から提出された議案は、それぞれ所管の委員会で審査し、そ
の審査結果を参考に本会議で議決します。今定例会の委員会では、
議案の審査のほかに、請願、陳情を審査しています。また、併せて
委員協議会を開催し、市政の懸案事項について協議し、報告を受け
ています。ここではその一部をお伝えします。

令和 5 年度松本市一般会計補正予算（第 4 号） 
【保育所管理運営費】

園児の置き去りを防止するため、安曇・奈川地区の
園児送迎用バスに安全装置を設置するものです。

こんな質問が出ました

Q 市内の私立保育園等の送迎用バスに設置されて
いる園児置き去り防止装置の機能について伺う。

A 私立保育園等に対して、安全装置の設置に係わ
る補助金を用意しており、各園の判断により機

能を選択することができる。

議案第 4号 厚生委員会
インボイス制度の延期を求める陳情

10 月 1 日から施行されるインボイス制度（消費税
額の仕入税額控除に係る適格請求書等保存方式）の延
期を求める意見書を国に提出するよう求める陳情です。

こんな意見が出ました

・弱い立場にある中小零細企業や個人事業主に大きな影響を及
ぼす制度で、陳情の趣旨は理解するが、消費税制度自体が複
雑化している中ではインボイス制度が必要な側面もある。

・陳情の趣旨は理解するが、意見書提出は激変緩和措置の効果
を見極めてから判断すべき。

・現在の物価高・エネルギー高の中では命に係わる影響が出て
しまうので、インボイス制度は延期すべきであり、賛成

・問題がある制度だが、これまで 4 年間の準備期間があり、導
入後も 6 年間の猶予期間がある。ここで導入を延長するよ
りは、導入後の見直しに注力すべきであり、反対

　　趣旨
 採択

陳情第 7号 総務委員会

インボイス制度（適格請求書等保存方式）
消費税の仕入税額控除を受けるために、インボイス

（適格請求書）の保存が必要となる制度で、令和5年
10月からスタート。売り手にはインボイスの発行が
求められる。 安曇・奈川地区の園児送迎用バス

令和 5 年度松本市一般会計補正予算（第 4 号）
【アルプス公園魅力向上事業費】

アルプス公園魅力向上検討会議からの提言内容に
沿って、エントランスエリア（未整備地と展望広場周辺）
の空間デザインを委託する経費を計上するものです。

こんな意見が出ました

 反対意見  ・公園の北側部分と南側部分の 2 つの提言書 
　を基に、まずは行政として公園全体の計画を策定すべき。
・委託の仕様書は、魅力向上検討会議からの提言書では

なく、市が作成した計画に基づいたものであるべき。
 賛成意見  ・公園の南側と北側は特性や成り立ちが異 
　なり、委員協議会で報告を受け承認しているため理 
　事者の進め方は適切
・未整備地をこのまま

放置するのは市民益
にならない。

 結果  委員会では賛成
�2 人、反 対 4 人 で 否
決となり、本会議では
可決となった。

議案第 4号 建設環境委員会否決令和 5 年度松本市松本城特別会計補正予算（第 1 号） 
【堀浄化対策事業費】

当初、堀浄化の 浚
しゅん

渫
せつ

発生土を建設土として再利用する
ことを計画していたが、活用先がなかったため、産業廃棄
物として処理する費用を計上するものです。

こんな質問が出ました

Q 浚渫発生土と土壌汚染対策法の関係について
と、史跡松本城整備基本計画が策定される前に

事業を開始することの是非について伺う。

A 浚渫発生土は水底の土砂に該当するため、土壌
汚染対策法には該当せず、廃棄物の処理および

清掃に関する法律の対象として適切に処理する。
堀浚渫部分の計画内容

は、令和 4 年度に文化庁
から承認され、令和 5 年
度の国庫補助事業として
交付決定を受けているこ
とから、今年度事業執行
する。

議案第 7号 経済文教委員会可決

浚渫の様子 アルプス公園エントランスエリア

※本会議の結果は P6をご覧ください。

可決　　

委員会審査の
結果から
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詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

　　：総務委員会　　　：厚生委員会　　　：経済文教委員会　　　：建設環境委員会総 厚 経 建

審　議　結　果
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条例
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 松本市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 総
可決 可決2 松本市手数料条例の一部を改正する条例 厚

3 松本市立幼稚園条例の一部を改正する条例 厚

予算
議案
番号
等

件　　　　　　　名
委員会審査 議決

結果付託
委員会

審査
結果

4 令和 5 年度松本市一般会計補正予算（第 4 号）

総
可決 可決厚

経
建 否決

動議 令和 5 年度松本市一般会計補正予算（第 4 号）修正案 ー ー 否決

5 令和 5 年度松本市地域排水施設事業特別会計補正予算
（第 1 号） 建

可決 可決
6 令和 5 年度松本市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第 1 号） 経

7 令和 5 年度松本市松本城特別会計補正予算（第 1 号） 経
8 令和 5 年度松本市水道事業会計補正予算（第 1 号） 建
9 令和 5 年度松本市下水道事業会計補正予算（第 1 号） 建
10 令和 5 年度松本市病院事業会計補正予算（第 1 号） 市立病院建設

決算等
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

11 令和 4 年度松本市下水道事業会計未処分利益剰余金の処
分について 決算

特別
継続
審査

継続
審査12 令和 4 年度松本市歳入歳出決算の認定について

13 令和 4 年度松本市公営企業会計決算の認定について

契約
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

14 工事請負契約の締結について（CATV 設備等老朽化対策
事業奈川地区難視聴対策施設光化工事） 総

可決 可決

15 工事請負契約の締結について（松本市総合体育館非構造
部材耐震化及び内装改修主体工事） 総

16 工事請負契約の締結について（松本市総合体育館非構造
部材耐震化及び内装改修機械設備工事） 総

17 工事請負契約の締結について（松本市梓川体育館大規模
改修主体工事） 総

18 工事請負契約の締結について（松本市立梓川小学校長寿
命化改良事業第 2 期主体工事） 総

19 工事請負契約の締結について（松本市立波田小学校長寿
命化改良事業第 1 期主体工事） 総

財産
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

20 市有財産の取得について（トレーラー型移動式水洗トイレ） 経

可決 可決21 市有財産の取得について（波田扇子田運動公園移設整備
事業用地） 経

22 市有財産の取得について（松本城南・西外堀復元事業用地） 経

賛　否　の　分　か　れ　た　議　案　な　ど
� ○：賛成　　　×：反対　　　議：議長（※議長は表決には加わりません。）　　－：不在

� 会派名
� 議員名

議案
番号

誠の会 開明 まつも都 松本市議会公明党 政友会 日本共産党
松本市議団 無所属

宇
留
賀　
響

土
屋　
眞
一

若
林　
真
一

今
井
ゆ
う
す
け

犬
飼　
信
雄

阿
部　
功
祐

太
田　
更
三

和
久
井　
悟

西
澤　
郁
弥

吉
村　
幸
代

川
久
保
文
良

上
條　
　
温

芝
山　
　
稔

中
山　
英
子

花
村　
恵
子

神
津
ゆ
か
り

上
條　
一
正

横
内　
裕
治

大
久
保
美
由
紀

内
田　
麻
美

上
條
美
智
子

近
藤　
晴
彦

太
田　
正
德

牛
丸　
仁
志

村
上　
幸
雄

中
島　
昌
子

宗
田
ま
ゆ
美

塩
原　
孝
子

犬
飼　
明
美

こ
ば　
陽
子

菊
地　
　
徹

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － 議 － － － × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
動議 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 議 ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × ×
22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
議 9 × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○
議 10 × × × × × × × ○ × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × ○

議：議会案

道路
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

23 市道の認定について 建 可決 可決

その他
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

24 訴えの提起について 総

可決 可決25 松本市の公の施設の利用に関する協議について（公共下
水道） 建

26 安曇野市の公の施設の利用に関する協議について（公共
下水道） 建

人事
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

27 特別有功表彰を行うことについて

－ － 同意

28 公平委員会委員の選任について

29 松本市・山形村・朝日村中学校組合議会議員の選出につ
いて

－ 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて

請願
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

請 2 地方財政の充実・強化を求める国あて意見書の提出を求
める請願について 総 採択 採択

陳情
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

陳 6 私立学校に対する公費助成をお願いする陳情書 経 採択 －

陳 7 インボイス制度の延期を求める陳情 総 趣旨
採択 －

議会案
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

議 7 私立学校への公費助成に関する意見書

－ － 可決

議 8 地方財政の充実・強化に関する意見書
議 9 インボイス制度の延期を求める意見書

議 10 核兵器禁止条約の実効性を高めるための主導的役割を果
たすことを求める意見書

議 11 議案第 7 号　令和 5 年度松本市松本城特別会計補正予
算（第 1 号）に対する附帯決議



まつもと市議会だより 
vol.2037

※ 1　松本市美ケ原再生計画　自然環境、移動・交通、情報通信、受入施設、登山道、管理体制、冬の魅力の 7 つの分野を
中心に、課題解決に向けた対応方針を定めたもの。スケジュール目標を、令和 5 年度から 9 年度までの 5 年以内に取り組む
短期実行計画と、長期挑戦計画に分けている

用語
解説

質問項目

質問項目

誠
の
会

今い
ま
井い　
ゆ
う
す
け

・
市
長
の
政
治
姿
勢

寿
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

寿
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
南
部
方
面
は

人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
に
感
じ
た
。
今
後
、
不
登
校
児
童
生

徒
が
増
加
し
て
い
く
中
、
同
セ
ン
タ
ー
を

含
め
た
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

が
増
加
し
た
場
合
に
は
、
施
設
の
増
設
や

新
設
を
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
見
解
を

伺
う
。

教
育
監　
今
回
新
設
し
た
寿
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
20
人
程
度
の
利
用
者
を
想
定

し
て
設
置
し
た
。
し
か
し
、
市
内
に
3
カ

所
あ
る
山
辺
、
鎌
田
、
波
田
の
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
南
部
方
面
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
多
数
あ
っ

た
の
で
、
定
員
を

超
え
て
の
利
用
も

予
測
さ
れ
る
。
今

後
の
利
用
状
況
を

踏
ま
え
て
、
さ
ら

に
検
討
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

誠
の
会

宇う

留る

賀が　

響
ひ
び
き

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
地
域
振
興

・
交
通
問
題　
な
ど

松※
１

本
市
美
ケ
原
再
生
計
画
の
進
捗
状
況

松
本
市
美
ケ
原
再
生
計
画
へ
の
地
元
で
あ

る
東
山
地
域
の
方
々
の
期
待
感
は
、
非
常

に
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

そ
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

文
化
観
光
部
長　
計
画
初
年
度
の
本
年
度

は
、
短
期
実
行
計
画
を
中
心
に
進
め
て
い

る
。
自
然
環
境
の
分
野
で
は
、
美
ケ
原
高

原
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
回
復
に
向
け
、

重
点
的
に
再
生
す
べ
き
区
域
を
確
認
す
る

た
め
の
再
生
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
移

動
・
交
通
の
分
野
で
は
、
美
ケ
原
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
の
路
面
改
修
お
よ
び
一
部
拡
張
の

工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
情
報
通
信
の
分

野
で
は
、
携
帯
電
話
の
電
波
不
感
地
帯
の

改
善
に
向
け
、
総
務
省
、
長
野
県
、
携
帯

キ
ャ
リ
ア
4
社
と
の
合
同
会
議
の
場
で
要

望
を
行
っ
て
い
る
。
受
入
施
設
の
分
野
で

は
、
老
朽
が
進
む
市
所
有
の
駐
車
場
売
店

の
改
修
に
向
け
、
売
店
に
隣
接
す
る
県
有

の
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
と
の
一
体
的
な
魅

力
向
上
を
図
る
こ
と
を
含
め
、
県
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。

QA

QA

一般質問
ここが聞きたい !!

本会議では、議員が市民の代表として市の政策などに対する質問を行っています。
9月定例会では、22人の議員が一般質問を行い、3日間にわたり活発な議論を展開
しました。
ここでは、一議員につき一項目の質問と答弁の要旨を掲載しています。

各議員の一般質問の
録画映像を松本市議
会ホームページで見
ることができます。
二次元コードからア
クセスしてください。

寿教育支援センター「よつば」



まつもと市議会だより
vol.203 8

※ 2　外堀大通り　都市計画道路内環状北線大手 2 丁目から松本城交差点までを結ぶ 280m の区間。令和 5 年 7 月に車道
と南側歩道が完成し、車両の対面通行を開始。同年 9 月には、北側歩道も完成し、最大幅員約 15m の歩行者空間の供用を
開始　※ 3　松本城三の丸エリアビジョン　2 つの国宝を有する松本城三の丸および旧開智学校周辺の将来像を示したビ
ジョン。合言葉は、「誰かに語りたくなる暮らし」　※ 4　松本城・三の丸倶楽部　三の丸エリアの若手経営者などを中心と
した有志団体

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

誠
の
会

土つ
ち
屋や　
眞し
ん
一い
ち

・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ（
健
康
と
幸
せ
と
福
祉
を
合
わ
せ
た
概
念
）の
推
進
に
つ
い
て

・
農
商
工
連
携
に
つ
い
て

・
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
い
て

外※
２

堀
大
通
り
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

外
堀
大
通
り
は
広
い
歩
行
者
空
間
を
有

し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
地
元
の
人
や
来
街
者

が
楽
し
め
る
賑
わ
い
の
場
と
し
て
活
用
で

き
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

お
城
ま
ち
な
み
創
造
本
部
長　
令
和
4
年

3
月
に
松※

３

本
城
三
の
丸
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
、
こ
れ
ま
で
地
元
の
皆
さ
ん
と
話
し

合
い
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
松※

４

本
城
・
三
の
丸
倶
楽
部
が
、

9
月
16
日
・
17
日
に
歩
行
者
空
間
を
活
用

し
、
ベ
ン
チ
等
を
設
置
し
た
憩
い
の
空
間

や
、
家
族
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る

賑
わ
い
の
あ
る
空
間
の
創
出
に
向
け
た
社

会
実
験
を
実
施
す
る
。
暮
ら
す
人
に
と
っ
て

も
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
も
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
賑
わ
い

の
あ
る
空
間
の
創

出
を
地
元
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

宗そ
う
田だ　
ま
ゆ
美み

・
第
9
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
深
刻
な
介
護
従
事
者
不
足
解
消
の
た
め
の
松
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
5
類
移
行
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
つ
い
て

介
護
職
の
魅
力
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト

諏
訪
広
域
連
合
で
は
、
介
護
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
介
護
の
仕
事
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
介
護
フ
ェ
ス
タ
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
企
画
を
本
市
と
し

て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
こ
れ
ま
で
も
、
身
近
に

介
護
や
高
齢
者
と
触
れ
合
う
機
会
と
し
て
、

地
区
福
祉
ひ
ろ
ば
や
公
民
館
、
介
護
事
業

所
で
、
交
流
の
事
業
や
介
護
に
関
す
る
講

座
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
て
、

こ
う
し
た
介
護
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
気
軽
に
参
加
し
や
す
い
イ
ベ
ン

ト
を
含
め
て
、
さ

ら
に
充
実
し
た
取

り
組
み
と
な
る
よ

う
、
関
係
機
関
と

検
討
し
て
い
き
た

い
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

塩し
お
原は
ら　
孝た
か
子こ

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
福
祉
相
談
窓
口
の
改
善
に
つ
い
て

・
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
本
市
対
応
に
つ
い
て

資※
５

格
確
認
書
の
プ※

６

ッ
シ
ュ
型
交
付
に
よ
る

市
へ
の
影
響

マ※
７

イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
方
に
資
格
確

認
書
を
プ
ッ
シ
ュ
型
で
発
行
す
る
た
め

に
、
自
治
体
は
膨
大
な
作
業
が
新
た
に
生

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
市

へ
の
影
響
は
。

健
康
福
祉
部
長　
市
町
村
が
新
た
に
資
格

確
認
書
を
交
付
す
る
際
の
課
題
と
し
て
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い
方
を

ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
か
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
資
格
確
認
書
の
在
り
方
を

含
め
て
、
国
が
検
討
中
の
段
階
で
あ
り
、

具
体
的
な
事
務
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る

か
判
断
で
き

な
い
が
、
国

の
動
向
等
を

注
視
し
、
必

要
な
対
応
を

図
っ
て
い
き

た
い
。

QA

QA

QA

外堀大通りの歩道を使った「三のマル
シェ」

身近に介護や高齢者と触れ合う機会を

顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー



まつもと市議会だより 
vol.2039

※ 5　資格確認書　資格確認書は、健康保険証の廃止後、マイナンバーカードと一体化したマイナ保険証を持たない人が保
険証代わりに利用する　※ 6　プッシュ型　利用者が能動的な操作や行動を行わずに、提供する側から自動的に行われるタ
イプの技術やサービス　※ 7　マイナ保険証　マイナンバーカードを健康保険証として利用すること　※ 8　核抑止論　核
兵器の保有はその法外な破壊力のために、かえって戦争を抑止する力となるという考え方　※ 9　犯罪被害者等基本法　犯
罪被害者等の権利や利益を守る目的で平成 16 年に成立した法律

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

犬い
ぬ
飼か
い　
明あ
け
美み

・
核
抑
止
論
か
ら
の
脱
却
と
核
兵
器
禁
止
に
つ
い
て

・
気
候
変
動
に
即
し
て
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に

・
民
間
活
力
導
入
の
是
非

核※
８

抑
止
論
と
軍
事
対
軍
事

今
年
の
平
和
宣
言
で
、
広
島
と
長
崎
の
市

長
が
抑
止
論
が
破
綻
し
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
。
抑
止
論
で
は
軍
事
対
軍
事
に
な
る

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市
長　
Ｇ
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
改
め

て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を
究
極
の
目

標
と
し
、
核
抑
止
を
含
め
た
平
和
に
向
け

た
枠
組
み
を
再
構
築
す
る
必
要
性
を
確
認

し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
広
島
と
長

崎
の
市
長
の
平
和
宣
言
の
中
で
言
及
し
た

「
核
抑
止
論
か
ら
の
脱
却
」
を
こ
れ
か
ら

目
指
し
て
い
く
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
現

時
点
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
核
保
有

国
に
核
兵
器
の
使
用
を
思
い
と
ど
ま
ら

せ
、
新
た
な
核
抑

止
の
枠
組
み
と
核

廃
絶
へ
の
道
の
り

を
、
世
界
各
国
が

協
調
し
て
組
み
立

て
直
す
こ
と
で
あ

る
と
考
え
る
。

政
友
会

太お
お
田た　
正ま
さ
德の
り

・
大
規
模
降
雨
災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て

・
熱
中
症
の
状
況
と
文
化
施
設
改
修
に
つ
い
て

・
町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

町
会
の
在
り
方

持
続
可
能
な
町
会
活
動
に
向
け
て
、
町
会

の
在
り
方
に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え
と
、

町
会
加
入
促
進
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
。

市
長　
い
ま
共
通
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
、
改
め
て
町
会
と
し
て
最
低
限
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に

し
、
何
を
守
り
、
何
を
削
る
の
か
と
い
う

視
点
で
、
活
動
を
見
直
し
、
年
齢
や
経

験
、
居
住
の
長
さ
に
関
わ
ら
ず
、
意
見
を

出
し
合
え
る
環
境
を
作
る
こ
と
で
は
な
い

か
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
町
会
連
合
会

や
各
町
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
女
性

の
会
長
を
増
や
す
後
押
し
を
し
て
ほ
し

い
。
女
性
の
方
々
も
積
極
的
に
手
を
挙
げ

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
若
い
世
代
や
新
し

い
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
の

は
、
住
ん
で
い
る
地
元
で
支
え
合
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
と
り
わ
け
防
災
や

生
活
衛
生
と
い
っ
た
課
題
に
は
、
そ
こ
に

暮
ら
す
一
員
と
し
て
の
責
任
を
引
き
受

け
、
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。

政
友
会

村む
ら
上か
み　
幸ゆ
き
雄お

・
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
国
宝
松
本
城
を
世
界
遺
産
に

・
本
市
若
手
職
員
の
退
職
状
況　
な
ど

犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
の
制
定

犯※
９

罪
被
害
者
等
基
本
法
が
成
立
し
て
18
年

が
経
過
し
て
い
る
。
市
民
に
寄
り
添
う
本

市
と
し
て
、
条
例
の
制
定
は
必
要
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
長
野
県
内
で
は
凶
悪
犯
罪
の
発
生

を
受
け
て
、
各
市
町
村
で
条
例
制
定
の
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
誰
も
が
被
害
者

に
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
中
で
、
二
次

的
な
被
害
を
受
け
ず
に
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
条
例
と
い
う
形
で

行
政
が
担
う
べ
き
支
援
を
定
め
る
こ
と
は

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
よ

り
包
括
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
の
条
例
が
必
要
な
の
か
、

担
当
課
が
検
討
を
進
め
て
い
る
。
犯
罪
被

害
者
の
皆
さ

ん
に
寄
り
添

う
支
援
条
例

と
な
る
よ
う
、

来
年
度
の
制

定
に
向
け
て

準
備
を
進
め

て
い
く
。

QA

QA

QA

松本の平和のシンボルである平和祈念
碑「平和の誓い」

公
益
社
団
法
人
全
国
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
発
行
の
中
学
生
、
高
校
生
を
主
な
対
象
と
し

た
広
報
マ
ン
ガ
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※ 10　二次交通　拠点となる空港や鉄道の駅から、観光目的地まで行くための交通手段
※ 11　連携協定　令和 5 年 3 月に、白馬村、長野市との間で締結した、インバウンド客を柱とする長期滞在型観光振興を
目的とする連携協定
※ 12　バスロケーションシステム　GPS 等を用いてバスの位置情報を収集し、バス停の表示板や携帯電話、パソコンに情
報提供するシステム

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

ま
つ
も
都

中な
か
山や
ま　
英え
い
子こ

・「
ガ
ク
都
」
松
本
の
魅
力
を
活
か
し
た
観
光
戦
略

冬
の
観
光
と
、
今
年
度
の
光
と
氷
の
城
下

町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

光
と
氷
の
城
下
町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
期

間
を
軸
に
、
白
馬
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
本
腰
を
入
れ
た
ら
ど
う

か
。
課
題
は
二※1

※

次
交
通
で
あ
る
が
、
白
馬

か
ら
松
本
の
夜
に
向
け
た
冬
の
バ
ス
の
運

行
便
往
復
等
、
検
討
で
き
る
か
。

文
化
観
光
部
長　
冬
季
の
白
馬
村
に
は
海

外
か
ら
長
期
滞
在
の
観
光
客
が
多
く
訪
れ

て
お
り
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
の
供
給
が

追
い
付
か
な
い
状
況
に
苦
慮
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
受
け
皿
と
な
る
た
め
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

や
村
内
の
観
光
案
内
所
で
の
情
報
発
信
等

に
よ
り
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
、

松
本
市
内
の
文
化
観
光
施
設
を
紹
介
し
て

誘
客
に
つ
な
げ
た
い
。
夜
を
含
め
た
白
馬

直
行
バ
ス
は
、
連※1

※

携
協
定
を
推
進
す
る
う

え
で
重
要
度
の
高
い
方
策
の
一
つ
で
あ
る
た

め
、
バ
ス
事
業
者
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
フ
ァ
ー

ス
ト
の
直
行
バ
ス
の
実
現
に
向
け
て
、
具

体
的
な
調
整
を
進
め
て
い
く
。

ま
つ
も
都

横よ
こ
内う
ち　
裕ゆ
う
治じ

・
安
心
、
安
全
の
た
め
の
災
害
時
廃
棄
物
処
理

・
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み

・
少
子
化
対
策
と
労
働
環
境
の
改
善

ア
ス
ベ
ス
ト
の
対
応

ア
ス
ベ
ス
ト
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
災

害
前
に
周
知
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
や
市

民
向
け
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
ど
の
よ

う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長　
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
に
は
、
災
害
廃
棄
物
に
混
入
し
な

い
よ
う
に
除
去
し
、
石せ

き
綿め
ん
廃
棄
物
と
し
て

適
正
に
処
分
す
る
と
記
載
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
民
向
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
記

載
し
て
い
な
い
。
万
が
一
仮
置
場
に
持
ち

込
ま
れ
た
場
合
に
備
え
、
来
年
度
予
定
し

て
い
る
計
画
の
改
訂
に
併
せ
、
仮
置
場
を

管
理
運
営
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
被
ば
く
を
防
ぐ
た
め
の
具
体
的
な

方
法
を
記
載
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
仮
置
場
に
持
ち
込
め

な
い
こ
と
等
を
記
載
す
る
よ
う
見
直
し
た

う
え
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

ま
つ
も
都

花は
な
村む
ら　
恵け
い
子こ

・
職
員
が
安
心
し
て
、
安
全
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
市
役
所
に
向
け
て

・
バ
ス
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
渋
滞
解
消
と
、
観
光
に
便
利
な
バ
ス
運
行
に
向
け
て

・「
音
楽
の
都
」
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
る
た
め
に

遅
延
を
踏
ま
え
た
ダ
イ
ヤ
変
更
の
検
討

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
遅
れ
が
常
態
化

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ダ
イ
ヤ
を
実
態
に
即

し
て
変
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

交
通
部
長　
現
在
の
ダ
イ
ヤ
は
、
市
街
地

の
循
環
線
の
運
行
を
開
始
し
た
平
成
20
年

7
月
以
降
は
見
直
し
を
行
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
後
の
道
路
改
良
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
等

の
沿
線
の
開
発
等
に
対
応
し
て
い
な
い
た

め
、
バ
ス
路
線
に
慢
性
的
に
遅
延
が
生
じ

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
現
実
に
即
し
た

ダ
イ
ヤ
を
運
行
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
お
り
、
時
間
ど
お
り
に
運
行
で
き
る
ダ

イ
ヤ
に
こ
の
秋
改
正
し
て
い
く
。
ま
た
、

信
州
ナ
ビ
や
チ
ケ
ッ
ト
Ｑ
Ｒ
の
バ※1

※

ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
周
知
活
用
を
進

め
、
バ
ス

待
ち
ス
ト

レ
ス
の
解

消
に
取
り

組
ん
で
い

く
。

QA

QA

QA

チ
ケ
ッ
ト
Ｑ
Ｒ
の
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
画
面
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

ま
つ
も
都

上か
み

條じ
ょ
う　
一か
ず
正ま
さ

・
市
民
に
と
っ
て
持
続
可
能
な
松
本
市
立
病
院
の

　
建
設

病
院
開
設
者
の
考
え

6
月
定
例
会
冒
頭
で
の
市
長
の
「
専
門
者

会
議
の
経
営
方
針
の
提
言
を
踏
ま
え
強
化

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
」
と
の
発
言
は
、「
基

本
計
画
に
沿
っ
て
」
が
正
し
い
と
思
う
。

市
長
の
考
え
は
。
ま
た
、
赤
字
が
続
く
場

合
、
ど
こ
ま
で
の
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
財
政
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
新
病
院

建
設
に
向
け
て
大
き
な
方
向
性
を
示
し
た

専
門
者
会
議
の
提
言
を
念
頭
に
置
く
と
い

う
趣
旨
で
発
言
し
た
が
、
基
本
計
画
に
基

づ
き
建
設
事
業
を
進
め
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
赤
字
が
続
い
た
場
合
の
対
応

は
、
ま
ず
事
業
管
理
者
の
責
任
に
お
い
て

経
営
改
革
に
取
り
組
み
、
基
本
計
画
に
示

さ
れ
た
病
床
稼
働

率
と
給
与
費
比
率

を
達
成
し
て
も
な

お
、
赤
字
が
続
く

場
合
に
は
、
病
院

開
設
者
と
し
て
必

要
な
対
応
を
適
切

に
判
断
す
る
。

ま
つ
も
都

神こ
う
津づ　
ゆ
か
り

・
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
に
必
要
な
機
能
と
学
都
松
本
に
ふ
さ
わ
し
い
図
書
館
と
は

・
松
本
が
元
気
に
な
る
学
校
給
食

・
人
と
動
物
と
の
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
に

図
書
館
駅
前
構
想

駅
前
図
書
館
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
図

書
館
を
考
え
て
い
る
か
、
市
長
、
教
育
長

の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　
住
民
に
支
持
さ
れ
、
成
功
し
て

い
る
図
書
館
に
は
、
お
し
ゃ
れ
で
居
心
地

が
い
い
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
、
程
よ
い
距
離
感
が
あ
る
と
い
っ
た
共

通
す
る
魅
力
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
本
市
に

は
な
か
っ
た
こ
の
よ
う
な
資
料
や
情
報
の

提
供
に
と
ど
ま
ら
な
い
機
能
を
持
つ
図
書

館
が
、
利
便
性
の
良
い
場
所
に
で
き
れ

ば
、
関
心
が
な
か
っ
た
市
民
に
と
っ
て
、

よ
り
身
近
な
存
在
に
な
る
と
思
う
。

市
長　
書
籍
の
貸
し
出
し
や
閲
覧
を
中
心

と
し
た
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
超
え

て
、
若
者
や
家
族
連
れ
を
は
じ
め
、
多
様

な
人
た
ち
が
気
軽
に
足
を
運
び
、
書
籍
は

も
ち
ろ
ん
映
像
や
音
声
も
含
め
た
様
々
な

媒
体
を
通
じ
て
新
し
い
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
る
施
設
、
多
機
能
・
複
合
型
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
知
識
情
報
集
積
拠
点
に
し
た
い
。

松
本
市
議
会
公
明
党

大お
お
久く

保ぼ　
美み

由ゆ

紀き

・
児
童
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

遊
戯
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
暑
さ
で
遊
戯
室
を

ほ
と
ん
ど
利
用
で
き
て
い
な
い
。
エ
ア
コ

ン
設
置
を
強
く
求
め
る
が
、市
の
見
解
は
。

こ
ど
も
部
長　
本
市
で
は
、
令
和
2
年
度

ま
で
に
全
て
の
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

の
保
育
室
や
事
務
室
等
、
遊
戯
室
以
外
の

部
屋
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
き
た
。
遊

戯
室
に
つ
い
て
は
、
天
井
が
高
く
、
高
額

な
費
用
が
か
か
り
、
こ
れ
ま
で
設
置
を
見

送
っ
て
き
た
が
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
遊

戯
室
を
保
育
室
と
し
て
利
用
せ
ざ
る
を
得

な
い
施
設
や
、
遊
び
場
の
環
境
対
策
と
し

て
、
エ
ア
コ
ン
設
置
は
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
鎌
田
、
菅
野
児
童
セ
ン
タ
ー
を

皮
切
り
に
、
優
先

度
の
高
い
施
設
か

ら
順
次
、
概
ね
5

年
以
内
に
全
て
の

遊
戯
室
へ
設
置
す

る
た
め
、
現
在
、

庁
内
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。

QA

QAA

QA

松本市立病院

児童センター遊戯室
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※ 13　HPV　ヒトパピローマウイルス（HPV）は、性的接触のある女性であれば 50 ％以上が生涯で一度は感染するとされ
ている一般的なウイルス。子宮頸がんをはじめ、肛門がん、膣がん等のがんや、尖圭コンジローマ等、多くの病気の発生に
関わっている　※ 14　第 4 次松本市障がい者計画　令和 4 年度策定。障害者基本法第 11 条第 3 項に規定されている市町
村障害者計画であり、障がい者を支援するための基本的な方向性を定めるもの　※ 15　スフィア基準　災害や紛争の影響を
受けた人々の権利が守られ、苦痛軽減のための実行可能なあらゆる手段が尽くされるための最低基準

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

松
本
市
議
会
公
明
党

内う
ち
田だ　
麻あ
さ
美み

・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

男
性
へ
の
Ｈ※1

※

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成

男
性
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染

に
よ
る
疾
病
予
防
に
加
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー

へ
の
感
染
防
止
や
、
社
会
全
体
で
の
感
染

リ
ス
ク
低
下
等
、
接
種
の
意
義
は
高
い
。

本
市
が
県
内
で
他
市
に
先
ん
じ
て
費
用
の

助
成
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
市
民
へ
の
強

力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
と
思
う
が
、
市

の
見
解
は
。

保
健
所
長　
市
独
自
に
任
意
接
種
と
し
て

男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用

助
成
を
す
る
こ
と
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
高
額

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、リ
ス
ク
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
や
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
研
究
が
必
要

と
考
え
る
。
ま
ず
は
、
定
期
接
種
化
に
向

け
た
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
先
進
自

治
体
の
実
施
状
況
を
研
究
し
、
検
討
し
て

い
く
。
同
時
に
、
子
宮
が
ん
予
防
の
高
い

効
果
が
期
待
さ
れ
る
女
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
普
及
を
優
先
し
、
引
き
続

き
接
種
率
向
上
の
た
め
に
働
き
か
け
を
継

続
し
て
い
く
。

松
本
市
議
会
公
明
党

上か
み

條じ
ょ
う　
美み

智ち

子こ

・
手
話
言
語
に
つ
い
て

・
防
犯
対
策
に
つ
い
て

手
話
言
語
条
例

手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
9
月
定
例
会
で
、
当
時
の
健
康
福
祉
部

長
が
、
そ
の
必
要
性
や
在
り
方
を
聴
覚
障

害
者
協
会
の
皆
さ
ま
と
協
議
し
検
討
す
る

と
答
弁
し
た
。
そ
の
後
、
担
当
課
が
同
協

会
と
協
議
し
、
手
話
言
語
に
限
ら
ず
幅
広

い
意
思
疎
通
手
段
の
普
及
を
目
指
し
た
条

例
の
制
定
を
求
め
る
意
見
を
も
ら
っ
た
。

障
が
い
の
あ
る
方
が
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
第※1

※

4
次
松

本
市
障
が
い
者
計
画
の
見
直
し
時
期
で
あ

る
令
和
8
年
度
中

を
目
途
に
、
聴
覚

障
が
い
だ
け
で
な

く
、
言
語
障
が
い

や
視
覚
障
が
い
も

含
め
た
条
例
制
定

を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

松
本
市
議
会
公
明
党

近こ
ん
藤ど
う　
晴は
る
彦ひ
こ

・
危
機
管
理
行
政

ス※1
※

フ
ィ
ア
基
準

本
市
の
避
難
所
開
設
・
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
へ
の
ス
フ
ィ
ア
基
準
の
反
映
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
ス
フ
ィ
ア
基
準
は
、
単
に
数
値
目

標
を
達
成
さ
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
基
本

理
念
を
い
か
に
実
践
し
て
い
く
か
、
そ
の

た
め
に
、
最
低
の
基
準
や
基
本
的
な
行

動
、
基
本
指
針
等
が
示
さ
れ
て
い
る
と
理

解
し
て
い
る
。
災
害
時
は
、
必
ず
し
も
数

値
的
な
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
が
、
支
援
す
る
側
が
、
被
災
さ
れ
た

方
の
声
に
耳
を
傾
け
、
避
難
者
が
賛
同
で

き
る
避
難
所
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

で
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
の
理
念
で
あ
る
、
被

災
者
の
尊
厳
あ
る
生
活
の
実
現
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
本
市
の
避
難
所
が
、

子
ど
も
、
高
齢
者
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
を
は
じ
め
、
全
て
の
被

災
者
の
尊
厳
あ
る
生
活
の
場
と
な
る
よ
う

に
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
避
難
所
開
設
・
運

営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
反
映
し
て
、
避
難
所

の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

QA

QA

QA

障がいのある方が安心して生活できる
環境整備を
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

開
明和わ

久く

井い　

悟
さ
と
る

・
こ
れ
か
ら
の
本
市
交
通
に
つ
い
て

・
小
中
学
校
の
設
備
に
つ
い
て

・
中
学
校
の
テ
ス
ト
に
つ
い
て

駅
前
再
開
発

こ
れ
か
ら
の
駅
前
の
在
り
方
、
駅
前
か
ら

の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
の
よ
う
に
派

生
し
て
い
く
の
か
、市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
駅
前
は
、
鉄
道
・
バ
ス
の
公
共
交

通
と
自
転
車
が
有
機
的
に
結
び
付
く
交
通

結
節
点
と
し
て
、
段
階
的
に
再
整
備
、
再

編
強
化
し
て
い
き
た
い
。
第
一
弾
と
し

て
、
お
城
口
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
バ
ス
と
タ

ク
シ
ー
の
乗
り
場
の
配
置
の
見
直
し
、
来

年
4
月
か
ら
一
部
を
除
い
た
路
線
バ
ス
乗

り
場
の
集
約
、
お
城
口
広
場
の
一
角
に
新

た
な
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を

計
画
し
て
い
る
。
第
2
弾
と
し
て
、
広
場

の
自
家
用
車
駐
車
場
移
設
に
よ
り
、
バ
ス

と
タ
ク
シ
ー
の
乗
り
場
の
完
全
な
す
み
分

け
を
進
め
、
広
場
全
体
に
公
共
交
通
機
能

の
拡
大
を
目
指
す
。
そ
し
て
、
松
本
駅
を

起
点
と
し
、
松
本
城
、
あ
が
た
の
森
を
結

ぶ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
エ
リ
ア
を
、
自
家
用

車
に
頼
ら
ず
と
も
徒
歩
・
自
転
車
・
バ
ス

等
で
ス
ト
レ
ス
な
く
移
動
で
き
る
、
賑
わ

い
の
場
と
な
る
よ
う
整
備
し
て
い
く
。

開
明西に

し
澤ざ
わ　
郁ふ
み
弥や

・
公
設
民
営
バ
ス
の
一
括
委
託
に
つ
い
て

・
公
共
交
通
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

・
原
油
高
に
つ
い
て　
な
ど

灯
油
代
補
助

灯
油
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
今
冬
、

全
世
帯
に
対
し
、
市
と
し
て
灯
油
購
入
費

を
補
助
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　
本
市
で
は
、
原
油
価
格

高
騰
等
に
よ
る
経
済
的
負
担
軽
減
の
た
め
、

生
活
保
護
世
帯
や
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

う
ち
、
75
歳
以
上
の
世
帯
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
世
帯
に
対
し
支
給
を
行
っ
て

い
る
。
国
や
県
に
お
い
て
も
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
世
帯
に
対
し
て
の
支
給
が
主
な

も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
加
え
、

財
源
や
人
員
体
制
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
全
世
帯
を
対
象
と
す
る

補
助
は
考
え
て
い
な
い
が
、
灯
油
価
格
の

推
移
や
、
国
や
県

の
動
向
を
注
視

し
、
支
援
を
必
要

と
す
る
市
民
に
対

し
て
は
適
宜
適
切

な
支
援
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

開
明川か

わ
久く

保ぼ　
文ふ
み
良よ
し

・
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援

・
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

・
公
共
施
設　
な
ど

市
役
所
の
建
て
替
え
時
期

現
在
の
本
庁
舎
は
建
設
か
ら
64
年
、
東
庁

舎
は
54
年
が
経
過
し
て
い
る
。
日※1

※

本
建
築

学
会
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
5
に
よ
る
と
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
寿
命
は
65
年
と
判
断
さ
れ
て
い
る

が
、
い
つ
ま
で
に
建
て
替
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
は
。

市
長　
65
年
と
い
う
数
字
は
、
日
本
建
築

学
会
が
示
す
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
標
準

的
な
計
画
供
用
期
間
で
あ
る
が
、
同
学
会

発
行
の
「
建
築
物
の
耐
久
計
画
に
関
す
る

考
え
方
」
で
は
、
目
標
耐
用
年
数
の
上
限

値
は
80
年
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
庁
舎

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
状
態
に
問
題

は
な
い
も
の
の
、
設
備
・
天
井
材
・
外
壁

と
い
っ
た
非
構
造
部
材
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
今
後
も
使
用
す
る
場
合
に
は
、

維
持
管
理
に
多
額
の
コ
ス
ト
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
の
建
設
が
い
つ
ま
で

も
先
送
り
で
き
る
課
題
で
な
い
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
遅
く
と
も
今
か
ら
10
年
以

内
に
は
建
設
を
完
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

QA

QA

灯油購入費の補助等、適宜適切な支援を
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うづみ
橋
ばし

　昭和 30 年の天守解体復元工事に伴い、当時の議会の提案により観光用に建設されたもので、文化財として
整備する対象にはなっていない

用語
解説

質問項目

質問項目

松本城と埋橋

8月1日（火）

臨時会
第2回 市長から提出された2件の議案を原案どおり可決しました。

　

価格高騰特別対策支援金の支給や、子育て世帯生活支援特別給付金の給付を内容と
する令和5年度松本市一般会計補正予算案などを可決

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

予算
1 令和 5 年度松本市一般会計補正予算（第 3 号） 厚

可決 可決2 市有財産の取得について（交通キャッシュレス
決済システム） 建

◆審議結果 　　　：厚生委員会　　　：建設環境委員会厚 建

無
所
属

こ
ば　
陽よ
う
子こ

・
子
育
て
支
援
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

・
松
本
城
と
市
民
の
関
わ
り
に
つ
い
て

松
本
城
の

※1
※埋う

づ
み
ば
し橋

埋
橋
は
堀
の
保
護
の
観
点
も
あ
り
、
完
全

な
復
旧
は
難
し
い
も
の
の
、
現
状
を
放
置

し
て
い
る
こ
と
は
大
変
問
題
で
あ
る
。
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
、市
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
埋
橋
は
設
置
さ
れ
て
か
ら
68
年
が

経
過
し
て
劣
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
修
復
を
巡
っ
て
、
文
化
庁
と
協

議
を
重
ね
て
き
た
。
松
本
城
に
欠
か
せ
な

い
風
景
と
し
て
定
着
し
て
い
る
埋
橋
の
価

値
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
現
状
を
放

置
す
る
こ
と
な
く
、
文
化
庁
と
協
議
を
進

め
、
欄ら

ん
か
ん干
の
修
繕
や
塗
装
等
の
整
備
を
行

う
方
針
を
決
め
た
。
市
民
だ
け
で
な
く
、

国
内
外
の
観
光
客
か
ら
も
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
人
気
を
博

し
て
い
る
、
朱
色

の
埋
橋
と
漆
黒
の

天
守
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
で
き
る
だ

け
長
く
保
全
し
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

無
所
属

菊き
く
地ち　

徹
と
お
る

・
人
口
定
常
化
に
向
け
た
総
合
戦
略

地
域
資
源
を
発
信
す
る
総
合
戦
略

本
市
の
豊
富
な
地
域
資
源
と
そ
の
魅
力
を

移
住
や
人
口
定
常
化
に
結
び
つ
け
る
た
め

に
は
、
総
合
的
か
つ
戦
略
的
に
情
報
を
発

信
で
き
る
体
制
の
強
化
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
情
報
発
信
・
広
報
戦
略
は
、
こ
れ

か
ら
の
行
政
に
と
っ
て
も
重
要
な
分
野
と

認
識
し
て
い
る
が
、
役
所
が
不
得
意
な
分

野
で
も
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
視
点
を
役
所
の
政
策
展
開
に
ど
う

織
り
込
ん
で
い
く
か
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
都
市
の
ブ

ラ
ン
ド
力
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
移
住
推

進
の
分
野
に
取
り
入
れ
て
政
策
展
開
を

行
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
戦
略
的
な
組

織
、
部
門
を
来
年
度
検
討
で
き
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
積
み
重
ね
の
先
に
外

部
人
材
の
登
用
や
専
門
組
織
の
設
置
が
あ

り
、
本
市
の
デ
ザ
イ
ン
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
よ
り
高
め
て
い
く
機
会
に
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

QA

QA

詳細は、市議会ホームページでご覧いただけます。

議案と議決結果 各議員の賛否
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総務委員会行政視察� R5.8.2（水）～4（金）

DX・デジタル化関係の先進施策および松江城を中心とし
たまちなみ整備について、施設見学を含めた視察を実施
しました。
視 察 先 島根県松江市

福岡県福岡市
調査項目 DX 戦略、お城を中

心としたまちなみ整
備

建設環境委員会行政視察� R5.8.2（水）～4（金）

10 月から梓川地区と寿エリア（寿、寿台、松原地区）
で AI を活用したオンデマンドバスの実証運行が開始とな
るため、先進地を視察しました。
視 察 先 栃木県宇都宮市

福島県喜多方市
福島県会津若松市

調査項目 AI 活用型オンデマン
ド交通　ほか

経済文教委員会行政視察� R5.7.26（水）～28（金）

中心市街地の活性化について調査・研究するため、先進
地を視察しました。
視 察 先 熊本県熊本市

福岡県北九州市
調査項目 中心市街地の活性化　

ほか

市立病院建設特別委員会行政視察� R5.10.12（木）～13（金）

実際に病院を視察するとともに、建設への市民意見の反映
方法、建設後の経営数値等の説明を受けました。
視 察 先 岐阜県下呂市

愛知県あま市
調査項目 市立病院建設事業に

ついて

厚生委員会行政視察� R5.7.26（水）～28（金）

本年度から本市で取り組みを始めた、新たな福祉（支援
体制）の仕組みづくりについて、先進地を視察しました。
視 察 先 石川県金沢市

石川県小松市
福井県福井市
富山県氷見市

調査項目 重層的支援体制整備
事業について　ほか

議会運営委員会行政視察� R5.8.24（木）～25（金）

松本市議会基本条例の検証実施にあたり、各市議会にお
ける議会基本条例の検証状況等について視察しました。
視 察 先 新潟県上越市

新潟県柏崎市
長野県長野市

調査項目 議会改革の取り組み
について

前期議員研修会� R5.8.30（水）〈政策部会〉

令和 10 年に本県で開催する国民スポーツ大会・全国障
害者スポーツ大会につ 
いて、県の担当者から 
県の取り組みについてお 
話を伺いました。
 演　　題 　国民スポーツ大 
会・全国障害者スポーツ大 
会に向けた取組み

活動レポート
7 月から 10月までの議会活動から
ピックアップしてお伝えします。

梓川高等学校との交流事業�〈交流部会〉

若者の意見を身近で聞くため交流事業を行いました！
実施日 R5.10.20（金）
会　場 長野県梓川高等学校

「市議会議員の仕事について」、「地域の課題について」
をテーマに 1 年生約 100 名と、対面により意見交換を
行いました。

信州大学／松本市議会�
夏のワクワク意見交換会� 〈交流部会〉

信州大学生と議会報告、意見交換を行いました！
実施日 R5.7.7（金）
会　場 信州大学松本キャンパス

学生 9 名と部会員 10 名が、これまでの交流事業につい
て議会報告を行った後、松本に住んで感じたことの中か
ら自然、街並み、交通について意見交換を行いました。

各委員会の行政視察報告はこちらから！
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に興味があり、ワインは食にもつなが
り広がりがあると感じていました。

どんなところにこだわっています
か？

土地の持つ力や魅力を引き出したぶ
どう作り、ワイン作りです。安定的な
ワインを作る大規模なワイナリーとは
違う、小規模なガレージワイナリーで
ないとできないことですね。例えば毎
年味が変わるぐらいのいろんなチャレ
ンジをしながら、飲む人に楽しんでも
らえるようなワインを作りたいです。
研究が好きで、今栽培しているぶどう
は 10 種類あるんですが、「これ以上
畑を広げるな！」と言われています。

これからの目標を教えてください。

この土地らしいワインを追究するこ
とですね。平均気温が上がってくると
栽培できるぶどうの品種が限られてく
るので、この先 10 年
後 20 年後の心配はあ
りますが、今とてもい
いぶどうが穫れていま
す。また、人が魅力に
感じてくれるワインを
作りたいですね。そし
て、それが世界に認め
られたらうれしいで
す。ワインに限りませ
んが、15 分で食事を
するのではなくて、1
時間、2 時間かけてお

塩尻市にほど近い道路沿いにある住
宅を兼ねた建物は、知らないと通り過
ぎてしまうほど。
2020 年秋に車庫を改築した「ガ
レージワイナリー」を松本で初めて開
業した古林さんご夫妻は、畑をブドウ
栽培用に替え、苗を作り 1本 1本植
えるところから収穫、醸造、販売まで
を 2人だけで行ってきました。その
エネルギーの源とワインにかける思い
をたっぷり語っていただきました。

ワイナリー設立のきっかけを教え
てください。

東京～松本で翻訳の仕事を 30 年程
する中、机の上の仕事より「つくる」
仕事をしたいと思っていました。ま
た、松本の両親が高齢になり田畑をど
うしようかと考えている時に、たまた
ま塩尻市のワイン大学の募集を知り面
白そうだなと。草刈りもしたことがな
かったのですが、やるなら面白く、未
来につながる農業をやりたいなと思っ
たんです。また、もともと 6 次産業

いしい食事とお酒を楽しんでほしいで
す。

松本市への要望はありますか？

ワイン生産者が少ないせいか、行政
の目がまだ向いていないと感じていま
す。ワインは農業という面からレスト
ランとのつながり、ワインフェスのよ
うなイベントなど可能性は様々あるの
で、もう少し松本市のワイン温度を上
げてほしいです。松本は山あり、クラ
シックありと、ワイン風土があるヨー
ロッパとの共通点もあります。

松本空港から沖縄への定期便が出る
ようになるといいなとも思います。

私（いつ子さん）の故郷からダイレ
クトに来られるようになるんですか
ら。でも人がたくさん来過ぎるように
なったら畑に出る時間がなくなって困
るかもしれませんね。（笑）

ガクファーム＆ワイナリー

古
こ
林
ばやし
　利
とし
明
あき
さん、

　　　 いつ子
こ
さん

iPhone android

議会だよりをもっと身近に！
いつでも、 どこでも手軽に読めます

アプリ 「Catalog Pocket」 で

議会だよりを配信しています。

PUSH通知で確実に情報をお届け。

読みたい記事の拡大、 音声読み上げもできます。

カタログポケット

CatalogPocket

カタログポケット

奈川寄合渡「天宮大明神」境内で奉納された「奈川獅子」。
地元以外で暮らす出身者の若者も加わり、伝承されています。

これからも続けていきたい松本市の宝です。（市重要無形民俗文化財）

奈川寄合渡「天宮大明神」境内で奉納された「奈川獅子」。
地元以外で暮らす出身者の若者も加わり、伝承されています。

これからも続けていきたい松本市の宝です。（市重要無形民俗文化財）
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まさに“ガレージワイナリー”

整然と並ぶワイン醸造容器や樽


